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お米とわたし　
南アルプス市立八田中学校一年　
　石井　陽芽　
私の祖父は家族のためにお米を作っています。祖父の作るお米は、買ったものよりも特別感がありとても美味しいです。私達家族は毎年祖父のお米作りを手伝っています。お米作りは来年食べるお米を確保するためにしているものでもありますが、祖父と協力して活動できる機会でもあります。
お米作りはまずは種まきから始まります。学校の机ほどの浅めの箱のようなものに栄養のある土と種をまきます。種をまくときが一番難しく、量や種と種の間隔の調整をしなければなりません。種の量が多すぎるとうまく苗が生えてこず、少なすぎると育つ量が少なくなってしまいます。なので少なすぎず多すぎず種をまかないとならないのです。祖父からアドバイスをもらいながら必要な量になるまでこの作業を続けます。最初こそうまくできなかったけれど、毎年するごとに段々と上達していきました。
次に行う作業は田植えです。５月頃に植えた苗が大きくなったところでいよいよ田んぼに苗を植えていきます。私が朝、田んぼに行くと祖父が少し早めから田植えの作業をしていました。機械に乗って田植えを手際よく行っている祖父の背中はとてもたくましく、かっこよく感じました。機械で植えられなかったところは私達が手で植えていかなければなりません。苗と苗の間隔に気をつけて植えていきます。田んぼの中は泥で足が動かしづらく、中腰で作業するので体のところどころが痛くなりますが、祖父や親にほめられると「もう少しがんばろう」とさらにやる気が出ます。
夏が過ぎ、秋になるころに収穫が始まります。私達が手伝いに行くときにはもうすでに稲刈りは終わらせておいてくれています。稲刈りも機械で行っているので刈りきれていないところや稲を縛りきれていないところは手作業で行います。せっかく育てた米に無駄がないようにしながら集めていきます。
その後は乾燥をさせていきます。束になった重たい稲を持ち上げて鉄の棒にかけると乾燥させることができます。この作業をしたあとに祖母が買ってきてくれたアイスをみんなで一緒に食べることが至福の時間です。
収穫が終わり、春になると新米が家に届きます。炊いて一口目に食べる新米は甘く温かい味がします。祖父とみんなで時間と手間をかけて作ったお米は特別で一年間ずっと忘れられない味です。
しかし、最近私は不安な気持ちになることがあります。それは、祖父が年を重ねて体力が衰えてきたことです。お米作りで私達が手伝わなければならないことが段々と多くなっていきました。祖父と作るお米がいつまで食べられるのか私は不安になります。もしかしたら今年で収穫が最後になるのかもしれないと思うと、胸が悲しい気持ちでいっぱいになります。
それでも私は、できる限り祖父とともにお米作りを手伝っていきたいと思います。今の祖父に協力することが何よりいちばん大切なことだと感じているからです。来年、再来年もお米作りが続けていけることを私は心から願っています。これからも私達は美味しいお米を作って、味わって食べていきたいと思います。
私にとってお米は単なる食べ物ではなく、家族との思い出がいっぱい詰まった大切なものです。
お米とわたし。世界で一つしかない貴重な思い出を作ってくれました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

